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落胆せずに（ヨハネ21:15-17）
私たちが生きているときに、問題も悩み事もなく、何もかもが思いどおりに順調に進んで行くようになるのであればなんと幸いでしょう。しかし、実際は、そうではありません。特に、クリスチャンである私たちでさえ、様々な問題があり、いろいろな悩み事を抱えて生きるようになります。こういうところは、自分にはない方がよいと思うような弱さがそれぞれにあります。ときには、どうしても消したいのだけれども消せない、止めたいのだけれども止められない習慣を抱えて悩む場合もあります。また、望んでもいない失敗をしてしまったり、過ちを犯してしまったりというときもあります。それから、みな元気に生きたいでしょうけれども、望んでもいない病にかかって病気で苦しみ場合もあります。このようないろいろなことが合わさって、ときには信じる力も失ってしまい、教会に生きる気力もなくしてしまう場合もあります。
皆さんには、そのような経験があるか分かりませんが、このようなことがあまりにも苦しいので、息ができないほど苦しい経験をする場合もあります。家庭の中で、家族それぞれ和気あいあいの雰囲気の中で過ごして行ければ、なんと幸いでしょう。けれども、家族間の不和がずっと続いて、外から家庭に入るのが逆に嫌な思いになることもあります。教会に来るときには、恵まれてもう少し良い人に変えられて楽になりたいという気持ちで来るのですが、しかし、つまずいたり、試みられたりということもあるのです。信じたいという気持ちはあるのですが、中々、信じられないので辛くて仕方がないという人もいるのではないでしょうか。あるいは、家族の誰かが一緒に教会に行って信仰生活をしてほしいなと思うけれども、一向に信仰を持つ気配もないということで落胆してしまったりする場合もあります。特に、子どもの場合に、何が理由か分かりませんが、教会に対して抵抗を見せる場合もあります。信じることに対して、まったく反対の姿勢を見せる場合もあります。そのようにいろいろなことによって、私たちは落胆してしまいます。落胆せざるを得ないでしょう。また、そのようなことを何回か繰り返すことによって、私たちの脳細胞の中に「落胆せざるを得ないでしょう。こういうことがあるのだから。こんな状況なのだから。私はこういう弱さを抱えているのだから。こういう願ってもいない問題が私の前に現れるのだから落胆するしかない。なぜこうなってしまうのだろう。しょうがないな」というような思いになるしかないともうインプットされているわけです。その結果、より迷宮の中に入り込んでしまうような結果になってしまいます。しかし、今日、この聖書、またメッセージをとおして、私たちが落胆せざるを得ない苦しいこと、病、心配事、弱さ、悩み事、様々な事件などの真相を正しく理解すれば、落胆しないで、逆にそれを祝福に変えていくことができるようになります。今日、礼拝をささげているひとりひとりは、ぜひそのような祝福に預かることを祈りたいと思います。
皆さん、よくご存知のように、イエス様の一番の弟子だったペテロという人間が話にならない失敗をしてしまいます。イエス様の目の前で、怖くなってイエス様を3度も知らないと否定し、最後には、自分の身の安全のために、呪いながらイエス様を否定してしまいました。もちろん、イエス様が預言されたとおりではありますが、そのあとペテロは自分自身と、また自分の人生そのもの、とにかくすべてに関して嫌になって落胆し、それで田舎の方に戻り、仕事としてではなくしょうがないから釣りをしに行きました。そこによみがえられたイエス様が現れて、ペテロと対面する場面です。それが今日の読みました聖書の箇所の内容です。落胆して思います。「もうこれは取り返しがつかないでしょう。私はしょうがない人間だ。私はもうどうしようもない。今まで少し頑張っていたけれど、やっぱりそうだったのか」。自分自身に向かって、自分自身を指して「おまえはどうせ最初からそういう人間でしょう」としか思うしかない状況の中で、ペテロを訪ねて質問されます。あなたは私を愛しますか。3度も、あなたはわたしのことを愛しますか。図々しいと思いながらも、イエス様のことを愛することには間違いないので、私はイエス様を愛していることを主がご存知ですと言いました。ペテロの失敗から考えると、全く予想もつかない、考えられないことをおっしゃるのです。「私の羊を飼いなさい」。ペテロの頭の中には全くない、想像もできない内容をイエス様がおっしゃって、全く新しい人生の扉が開かれるようになりました。これが落胆せざるを得ない失敗の真相です。私たちの弱さの真相です。そのことをぜひ正しく理解していただきたいと思います。
　まず、第1は、失敗と弱さ、様々な悩み事などをとおして、私たちが理解しないといけない真相が何かというと、サタンは巧妙に私たちを倒そうとしているということです。実は、そういうすべてがサタンのしわざであるということを忘れてはいけません。聖書では、このように教えています。サタンはときには吠えたける獅子のように現れて、ひとりひとりの心をつかんで食い尽くし、ひとりひとりの人間がだめになるようにさせるものなのだと聖書には教えられています。吠えたける獅子のように、おびえて怖がり震えて不安になる状況を作って、その人を滅びのところに引っ張って行くというものがいるのです。悪魔、サタンという存在が。それによって私たちは倒れてしまったり、失敗もしてしまったり、過ちを犯してしまったり、どうにもならない大変な問題に捕らわれたりといったことになることを、ぜひ覚えてください。

　また、聖書には、このように教えられています。ときには、サタン、悪魔というものが光の天使のように変装して現れ、人々を誘惑し、結局は滅ぼそうとして倒してしまうものです。巧妙です。悪巧みします。ときには脅かすという雰囲気を持って、ときには光の天使のように現れて、エペソの手紙を見ると、この悪魔、サタンというものは、諸々の目に見えない悪霊を用いて私たちを倒しだめにしようとしているのですが、そのために策略を持ってやると言われています。ものすごく頭の切れる者です。ある意味、対等になると、人間の頭のIQと悪魔の切れる頭とは比較することができないほど切れている者です。どうしたら私たちがだめになるのか。どこを触れば私たちが反応をしめして、すぐにだめな方向に行くのかよく知っているものなのです。だから、策略を用いて。聖書を見ていても、そのようなケースはいくらでもあります。アブラハムが神様に召されて大いに祝福され、神様に導かれていたにもかかわらず、一瞬、怖くなり自分の命を守るために自分の奥さんを売り払うようなことがありました。なんと恥ずかしいことでしょう。アブラハムの弱さがあからさまに表に出てしまったということではないのでしょうか。だからといって、アブラハムがだめになったでしょうか。よく覚えていてください。モーセも、自分の正義感によって、自分の民族を守るという思いでやったでしょうが、自分の力でしでかしたことによって、結局、一生、逃亡者の人生を送るようになってしまった。そのような大きな過ちを犯してしまいます。ダビデの場合は、すべての面において、神様に褒められるようなことばかりだったのですが、しかし、ある決定的なときに、他の人の奥さんを自分の妻にするために変なことをやってしまいます。後程、預言者がやって来てそのことを指摘したときに、涙とともに悔い改めをしましたが、そういうことをやりました。大きな失敗です。ダビデの弱さかもしれません。神様に用いられていた人でさえ、そういう弱さを抱えているし、ときにはサタンがそれを触ることによってそれが事件になり、失敗になり、表に現れるようになるものなのです。今日の聖書に出ているペテロもそのひとりです。イエス様の一番弟子であり、イエス様のために自分の命も惜しまずに、「すべてをささげます」と告白していた者です。しかし、イエス様が逮捕され、危機的な状況になったときに、ペテロはそこで考えられない失敗、過ちを犯すようになります。イエス様を３度も否定しながら、イエス様から逃げていくようになりました。

神様に用いられていた人でさえ、このような弱さがあり失敗を犯してしまいます。これがただの弱さ、ただ自分がやりたいからということではなく、その裏で目に見えない悪魔、サタンというものが私たちをダメにするために倒そうとしているわけです。弱さや怖さ、様々な思いをとおしてそれをします。ですから、失敗と落胆せざるを得ない様々なことに対して、真相を正しく理解しないといけないのですが、その真相は、まずはサタンがそのように仕掛けてやっていることなのです。それはどういう意味なのかというと、単に、表に現れる事件だけですべてを考えてはいけません。サタンのしわざであるというのは、そのすべてのことを霊的な次元で見ないといけないということです。霊的な次元で、皆さんの失敗、弱さ、様々な落胆せざるを得ない状況などを、表面ばかり見ないで霊的な次元で見るようにしないといけません。それはどういう話なのかと言いますと、つい人のせいにしてしまったり、環境のせいにしてしまったり、自分のせいにしてしまったり、罪責感を持ってしまったり、罪の呵責を持って苦しんだりすることがあります。それがついつい良心的だと思いますがそうではなくて、霊的な次元で考えないといけません。誰かのせいの前に悪魔のしわざなのです。環境のせいにする前に、それは霊的な内容なのです。自分自身を責める前に、目に見えない悪魔に惑わされやられてしまった結果なのです。ですから、真相を正しく理解すると、必ず落胆せざるを得ない、今までは必ず落胆するしかなかった様々なことに対して見る目を変えてください。そうでないと、落胆に捕らわれてしまいます。ペテロも一時期、人間なのでそのようになってしまいました。しかし、イエス様がそのペテロのところに現れて、それを全部ひっくり返すわけです。
それから、もう一つは、サタンの策略であると同時に、それは神様の許可のもとで起きたことなのです。神様が許されて起きたことです。それが真相です。私たちは、目に見えることしかあまり考えていないでしょう。でも、霊的な次元で考えるというのは、目に見えない話なのです。神様が許されたから失敗も起きたことだし、病も患うようになるし、弱さも神様が許されたのでそのまま抱えている場合もあるし、ときには私に詐欺を働く人間が現れることも神様が許されたから起きたことなのです。ぜひ真相を確かめてください。まず第1は、悪魔の策略であるということを覚えて、誰かのせいにしたりすると、必ず捕らわれるようになります。そこから自由になってください。

それから、もう一つは、そこに留まっていてはいけません。神様が許されて起きたことです。聖書には雀一羽が落ちるのも神様の許可なしで落ちません。狩人が照準を合わせて当てたので鳥一羽が落ちるでしょう。それは目に見える事実なのです。しかし、私たちクリスチャンは、そこに留まってはいけません。それでさえ神様の許可なしでは起きません。私たち人間に、特にクリスチャンの私たちに起きることが、神様が知らないうちに起きるとか、神様の許可なしで起きるということはありえません。私たちが目に見えないから気づいていないだけであって、すべて神様の許可のもとで起きることです。それが真相です。旧約の聖書を見ると、ヨブという人間が紹介されています。ヨブは、良い信仰者でした。でも、いきなりすべての財産が奪われ、子どもたちが皆死んでしまう、本人は不治の病を抱えて患うようになります。いきなりいっぺんに。しかし、聖書を見ると、悪魔がヨブをテストするために、とりあえず神様の前に行って神様の許可を取る場面が紹介されています。悪魔がやることであっても、実はすべて神様の許可のもとで起きることです。これを覚えていてください。
今までの私たちの理性や頭のキャパシティの中で考えると、これは理解できません。このような内容を神様の主権と言います。悪いこと、失敗でさえ、ときには悪魔、サタンがイエス様を攻撃することでさえ、神様の許しがあるから、神様が許可したからそういうことが起きるのです。そのことが真相なので、そのことをしっかり覚えていないと、また落胆から勝利することができません。いろいろなことがあるのではないでしょうか。ヨハネ19:11。他の聖書箇所にもありますが、イエス様が逮捕されるようになります。また訊問されます。ある人が言いました。「私にはお前を殺す権限も、また生かす権限もあることを知らないのか。私にお願いしなさいよ」と行った時に、イエス様がおっしゃいました。「上からの権限が許されない限りは、これは無理です。私がこのように逮捕されているということも、神様の許可があるからこうなっていることなのだ」。また、イエス様が逮捕される時にも自らおっしゃいました。「私には逮捕される権限も、されない権限も全部私にある」。イエス様が十字架にかけられること、それは悪魔のしわざなのです。ローマの兵士をとおして、ユダヤ人をとおしてそのようなことをやりましたけれども、それでさえ神様の許可のもとで起きたことです。それを覚えていてください。私たちにある失敗、また恥ずかしいこと、苦しいこと、弱さ、ときには信仰に対してのいろいろな弱さ、つまずきなども、実は神様が許されて起きていることです。神様の主権のもとで許されたことということを、ぜひ覚えていてください。
では、それが真相であれば、今までは落胆せざるを得ない様々なことに対して、デリケートに反応しないで、逆にそれら様々なことに対して、激しい拒否反応などは、それにさらに捕らわれるようになります。でも、私たちはついついデリケートにものすごく激しい拒否反応を示しているのではないでしょうか。弱さがあれば、倒れたことがあれば、失敗をした、病気を抱えるようになったなどをとおして、家族の誰かが変になったとなると、そうしてはいけない、そんなことがあってはいけないというものすごく激しい拒否反応を示すようになりますが、全てが神様の主権のもとで、神様が許されて起きたことであれば、それが真相であれば、激しい拒否反応は警戒しないといけません。そこに私たちは逆に捕らわれていくようになるのです。神様が許されて起きていることです。真相です。ただお話を聞きながら「うん、そうかな」となると、実際にぶつかったときには、ものすごく激しい拒否反応を示して捕らわれていくようになります。だから、これを約束として握って祈ってください。どんなことであれ、たとえ話にならない恥ずかしい失敗をしでかしたとしても、それは神様が許されたから起きたことであるので、そこには必ず神様のよい理由があるはずなのです。それがペテロの失敗の真相でした。もちろん、私たちは弱さを口実に悪魔、サタンがしでかしたことであります。ですから、霊的な次元で考えないといけません。しかし、その上に、それでさえ神様の許しの元で、神様の許可のもとで神様が許されたから起きたことなのだと、神様の主権のことを忘れてはいけません。そうならば、激しい拒否反応ではなく、神様のすばらしい良い理由が必ずあるはずです。そのことを考えないといけません。どんな理由でしょうか。神様は、イエス・キリストは失敗し落胆しているペテロに現れて言いました。「わたしの羊を飼いなさい」。その前に「わたしのことを愛しますか」。そのあなたの失敗が、私への愛、イエス・キリストへの信仰告白を消すことはできないのかと確認します。その後、「わたしの羊を飼いなさい」。先ほど申し上げましたように、ペテロの頭の中には、考えられないものすごく新しい人生をイエス・キリストは紹介されるのです。つまり、私たちの失敗、私たちが抱えている弱さ、恥ずかしいこと、心配事、色々あります。どうにもならない、止めたいのですが止められないこともあります。信じたいのですが、中々信じられないという歯がゆい思いもあります。それの真相は、その人を今までは考えることができなかった最高の人生を歩んでもらうために許されたものなのです。これが失敗、弱さの真相です。それが家庭内の様々の不和の真相です。これが願ってもない病気、病にかかって苦労するようになった本当の真相です。これが思いどおりに中々、進まずに、いろいろな壁にぶつかって、そこで涙を流してしまったことに対しての真相です。悪魔、サタンは、私たちを倒そうとしています。その結果、いろいろなことが起きます。誰かのせいではありません。しかし、それでさえ、私たちの弱さ、失敗でさえ、神様が許されて起きる神の主権の元でのことです。つまり、その失敗と弱さは、ひとりひとり、その失敗を経験しているもの、弱さを抱えている人間が世の中では与えることができない最高の人生を歩くようにするため許されたものです。最高の人生を期待してください。
最高の人生は何でしょうか。それはまずイエス様がペテロに「あなたはわたしのことを愛しますか」と質問された内容を、言葉を変えて分かりやすく申し上げますと、その失敗と弱さと様々な心配事、問題などをとおして、人間が真実に人生の限界、人間の限界を見るようになります。それが理由です。その結果、キリストの他には希望がありません。キリストだけが私の人生の答えであり希望なのです。Onlyイエス・キリスト。この信仰を持つようにすること、また持っている人に対しては、それに釘を刺すための理由が失敗であり、弱さなのです。表面だけですぐに評価して、それに落胆し捕らわれることがないようにしましょう。それは人間と人生の限界を見てもらって、その結果、本当の意味でイエス・キリストしかありません。もし、このような失敗なしで順調に進むことによって、「イエス・キリストしかありません」という信仰なしで適当に自分の力で、自分の良さで、自分の才能で人生生きていくものだとなると、それこそがだめです。それは成功と言えません。最高の人生は、まず何がどうなるかの前に、どの地位について、どういう仕事を持つのかではなくて、その人が人生の限界を心から認めて、神の前でひざまずいて、「キリストが必要です。キリストしか私には希望がありません。私には本当にキリストが必要です」という信仰告白を持つようになることが最高の人生です。そこから、自分自身が新しく見えてくるようになります。キリスト・イエスの内にある自分がどんな存在なのかが見えてくるようになります。そこでその信仰告白のもとで、その人は今までの自分の人生、そして、世の中にあるそこら中の、世界中の人間とはまったく次元の違う人生を歩むようになります。それが何なのかと言いますと、仕事が何なのか、年がいくつなのかなどと一切関係なく、肌色が何色なのか、健康なのか病気なのかも関係ありません。魂を生かして人を神の本物の救いへと導くための人生、それを伝道者と言います。その人生を歩むようになります。何をとおしてでしょうか。失敗と弱さをとおして。失敗と弱さは、今までは落胆せざるを得ないもの、嫌なもの、見苦しいもの、恥ずかしいもの、隠したいものだったでしょうが、今日限りかえてください。そういうものではありません。ときには、誰かのせい、このせい、このためという思いでいっぱいだったでしょうが、そうではありません。それを全部変えてください。霊的な次元で見ていただきたいと思います。そして、神の主権のもとでそれを見ないといけません。
結論としては、その失敗のゆえに、私は思考の人生を歩むようになった。その弱さのゆえに、私は人生の限界が何かわかって、キリストが絶対的に必要な唯一の答えであることが分かるようになりました。それに釘を刺して揺れることがないクリスチャンになりました。なんと感謝なことでしょうか。その結果、今までは見たことがない、今までは気づいていなかった次元の違う伝道者としての人生を生きるようになりました。これが最高の人生です。パウロは言いました。「私は今でも死んで神の御許に行くということは最高の幸せだ。生きる理由などありません。しかし、いのちが許されている限り、教会のために伝道のためにという理由があれば、それは素晴らしいことなのだ」。それ以外に価値ある人生というのは、パウロにとっては見当たりませんでした。パウロは仕事を否定したり、健康を否定したりという幼稚な話をしているわけではありません。どういう仕事をするか。しかし、それはメインではありません。世の中には、キリストなしでは救いはありません。世界中でこのキリストの御名のほかには、私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません。そのキリストが宣べ伝えられることだけが、この世界の希望です。それに携わるようになり、それに用いられるようになる、その主人公、主役として生きていくということが最高の人生です。

そのために、必要不可欠な条件が何かというと、キリストしか希望がありません。Onlyキリストです。どれほどでしょうか。キリストのほかにはすべてがちりあくただと告白できるほど、キリストしかありません。キリストを他の何かで私が引っかかったり、あるいは捕らわれたり影響を受けたりするようなこともないほど全く自由になる。Onlyキリストしかない。そのような信仰を持つことが条件です。何をとおしてそうなるのでしょうか。もちろん、何の問題もなく順調に育ってその信仰を持つのが一番でしょうが、たいていの人はそうではありません。失敗をとおして、恥ずかしい経験をとおして、どうにもならない経験をとおして、自分の内側にある弱さをとおして、人生の限界、自分の限界を素直に見て認めるようになり、キリストを見上げるようになります。そのために許されたことです。それ以上も、それ以下もありません。
先ほども申し上げましたが、私はある時に、本当に息ができないほど苦しい時期がありました。誰かが私の首を絞めるわけでもないのに、自分に今まで隠れていた弱さがすべて表に現れるようになりました。その瞬間は、ものすごく辛かったのです。もう死んだ方がましではないかと思うほどの状況でした。しかし、神様の恵みによって、感情的にはついていけなくても、だからこそキリストと命がけでも握るようになります。その結果、その弱さがいやされ、本当にみじめな人間がだんだんと内側から整えられて、何も心配せずに、また動機がどんどん削られてonly神の国になり、日本の47都道府県にどうすれば弟子を建てるかという人間にどんどん変わっていくようになります。最高の人生を神様が用意し、そこに来られるプロセスとして失敗と弱さが許されているということを、今日、ぜひ覚えてください。それなのに、ずっと落胆していると見えません。だから、真相を確かめてください。私たちが考えているようなものではありません。次元の違う最高の人生、これを別の言葉で言うとonly神の国というのです。テーマが成功するか昇進するかどうなるかではなくて、神の国がテーマになる最高の人生。そして、その神の国のために、大統領にも芸術家にも許されていないクリスチャンだけに許されている聖霊充満の祝福に預かり、聖霊の力によって生きる人生、それが最高の人生です。その人生を歩いてもらうために失敗ことも恥ずかしいことも許されていたということを覚えていてください。そうすると、失敗も頭を回転したり変な文句を言ったりしないで、only祈りに集中して専念する人生を生きていくようになります。人の悪口など言わないで、比較もしないで、心配もしないで、周りから何と言われようがそれに反応しないということが祈りです。何も心配しないで、祈りを持って主を見上げなさいと言われています。「私も祈っていますよ」。そういう話とは違います。祈りによって生きるのです。神の導きによって生きる人生。それこそが最高の人生です。
いつそうなるのでしょうか。Onlyイエスになった時。どうすればOnlyイエスになるのでしょうか。神様の恵みでしょうが、そのプロセスの中に、皆さんの弱さ、失敗、恥ずかしいこと、過ちを犯したこと、今どうにもならない、止められない習慣、そして、心配事、悩み、問題が、それをもたらすのです。これが真相です。結論を言いましょうか。今まで落胆せざるを得ないいろいろなことがありました。皆さんの内側に弱さがあったかもしれません。どうしても変わらない自分自身が嫌で嫌でしょうがないこともあったかもしれません。それに対して、今日限り落胆しないで、また見苦しい何かを見るような見方をしない感謝してください。「失敗したことを感謝しますか」。感謝してください。真相が分かれば感謝します。失敗に向かって今日から言ってください。「ありがとう。この失敗のゆえに、私は自分自身を崩して、自分を捨てて、高慢な思いを全部捨てて、イエス・キリストだけを頼りにすることになったのだよ。ありがとうね」。直らない習慣があるのでしょうか。家庭内にどうしても変わらない人間がいるのでしょうか。心から「ありがとうね。感謝です。変わらないで感謝です」。変わると、変わって感謝でしょうけれども、変わらなくても、おまえが変わらないで、旦那が変わらないで、子どもが変わらなくて、それで私はよりOnlyキリストになりました。残りの生涯、イエスの証人として生きるようになる最高の人生を歩むようにさせてくださりありがとう」。皆さんの内側に弱さがあるのでしょうか。嫌で嫌でしょうがないでしょう。

前にもお話したように、ある信仰のよい青年が、自分の弱さを悩みとして相談しました。それが見苦しいものなのです。最後に言いました。「なぜそれが見苦しいのか。あなた真相が分かっていないからではないの」。逆に、見苦しいものではなくて、それに対して「thank you」と言わないといけません。ただの励ましではありません。真相がそうなのです。誰かのせいにしないでください。霊的な次元で考えてください。それで感謝を持って、気持ちが否定的な方向に一個も捕らわれないようにして、気持ちは、「イエスはキリストです」という信仰告白に釘を刺す方向に持っていってください。どんな失敗があろうが。たとえ法律的には刑務所に行くしかない罪を犯したとしても、犯罪の真相は、悪魔のしわざであり、神様が許されたことであり、その本当の理由は、人生、自分の限界を認めて、全てを全部下して、イエス・キリストだけを見上げてつかんで信じるために、神様が許されたことなのです。だから、あきらめないで落胆せずに、最高の人生を夢見てください。信仰告白に釘を刺してください。
そして、その失敗のさなかで、ここまで行けば最高です。伝道の夢を描いてください。つまり、失敗や弱さがあった場合には、すぐさま「ああ、これは私を伝道者として、つまり、最高の人生を歩んでもらうためのサインなのだ」と思ってください。それが弱さです。それが皆さんの失敗です。メッセージが終わる頃になっても顔を見ると、誰も信じる顔をしていないですね。本当なのです。だから、失敗があるときには捕らわれないで、「私は最高の人生を歩んでもらうために定められているものなのだね。この失敗を見ると」と考えてください。皆さん、弱さがあると。「この弱さを見る限りは、私は最高の人生のものではないのか」。すぐさまそのように考えてください。本当です。ペテロがそのサンプルです。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストの血潮によってのみ私たちは救われて、また神の子どもになることができ、地獄の滅びの運命から救われることができることを感謝いたします。私たちに失敗があり弱さがあり、人間の目で見ると、見苦しい様々なことがありますが、その真相をしっかりと確かめて、これからは失敗と弱さを見る途端に、私は最高の人生、伝道者として召されている者だというサインとしてしるしとして見ることができるように兄弟姉妹を励ましてください。今週1週間も、このメッセージが成就することを体験できるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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